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いることを自覚し、『不言実行』の教え
を心に焼き付け、一人ひとりのささや
かな行動から全ての問題を解決する第
一歩が始まること信じて、世界へ踏み
出す所存でございます」と卒業生を代
表して謝辞を述べた。最後に全員で校
歌を斉唱して終了した。
なお、卒業生の内訳は＜大学院＞工
学研究科博士前期課程62人、国際関係
学研究科修士課程4人、経営情報学研究
科博士前期課程 4 人＜学部＞工学部
1,004人、経営情報学部321人、国際関
係学部248人＜留学生別科＞19人。

本学ではこれまで F D（ファカル
ティ・ディヴェロップメント）のための
活動をいくつか行ってきた。FD とは
「大学教員の教師としての資質向上の営
み」である。大学教員には教育・研究・
学内管理運営・社会奉仕の4つの役割が
ある。このうちほぼすべての教員に共
通するのは教育と研究である。研究に
関してはトレーニングを受ける機会、
研鑽を積むためのインフラにも恵まれ
ているが、こと教育に関してはトレー
ニングを受ける機会も、方法・技術を改
善するチャンスもほとんどない。かつ
てイギリスでは高等教育の急激な拡大
に伴い大学教員が不足した。この不足
を補うために科学技術者を大学教員に
転用したのだが、優秀な研究者は必ず
しも優秀な教員ではないという事実に
直面し、SD（Staff Development：FDの
類語）という概念が発達した。アメリカ
では1970年代に大学内外の圧力によっ
て同様にFDの制度化が進行した。しか
しこの概念・用語が我が国に輸入され
たのは80年代であり、それが動き始め
たのはようやく90年代後半に入ってか
らのことである。とはいえまだ組織的
なFD 活動が精力的に実施されている
大学は数少ない。
このような状況の中、本学ではいち
はやくこのFD活動に取り組んできた。
授業改善のための有益な情報源・資料
を得るための「学生による授業評価」
（平成7年度開始）、総合企画室を中心と
した各種講演会（同6年度開始）ならび
に年2回の研修会（同8年度開始）の開
催など、多方面にわたり、教員の教育活

平成13年度入学式が、4月3日（火）
午前10時から、体育館・講堂で行われ
た。定刻5分前には中部大学管弦楽団に
よるヘンデルの水上の音楽も演奏され、
会場は厳粛な雰囲気に包まれた。
開式の辞で始まり、君が代斉唱のあ
と、編入学生85人、今年度設置された
国際関係学研究科博士前期課程をあわ
せた大学院生87人、同じく新たに設置
された応用生物学部281 人を含む新入
生2,028人と留学生別科生37人の合計
2,237人に入学許可宣言をした。

この後、飯吉厚夫学長が告辞を行い
「皆さんがこれから送る大学生時代とい
うのは、人生の中でも最も大切な時代
であるとともに、最も楽しい時代でも
あります。この時期に人生の目標を見
出し、自分の物の考え方の基礎を作る
ことが大切です。大学時代に学問を通
して学ぶことを身に付けることができ
れば、一生涯学び続けることが出来、世
の中に出ても恐れることはありません」
と入学者へお祝いと激励の言葉を述べ
た。続いて新入生を代表して市橋泰範
君（応用生物化学科）が宣誓した後、大
学院の各研究科と各学部、留学生別科

の代表が、研究科長、学部長、別科長の
前でそれぞれ宣誓簿に署名を行った。
最後に校歌を斉唱して式を終了した。

平成12年度卒業式が、留学生別科生
も参加して、晴天に恵まれた3月23日
午前10時より体育館・講堂で行われた。
開式の辞、君が代斉唱の後、飯吉厚夫
学長から、まず大学院工学研究科博士
前期課程、国際関係学研究科修士課程、
経営情報学研究科前期課程の修了者に
修士の学位記、3学部の卒業者に学士の
学位記が、さらに留学生別科の修了者
に修了証書が、それぞれ授与された。
次に飯吉学長が告辞を行い、「我が国
は今、大きな転換期の真っ只中にあり
ます。皆さんは、このような時代に、新
しい国づくりの一員として社会に船出
するのだということを頭に入れておい
て下さい」と前置きした上で、「今年の
卒業生代表は43歳の主婦の方です。社
会人入試で合格して以来、若者達と一
緒に勉強し、この4月からはオハイオ大
学大学院にチャールズ・J・ピン奨学生
として留学することになっています。
私がいつも言っている生涯学び続けて
欲しいということを身を持って示され
た石鍋さんに心からの敬意を表し、今
後のますますのご活躍を願っています」
とエールを送った。続いて、石鍋美智子
さん（国際文化学科卒）が「つかみ得た
ものは一人ひとり異なりますが、この
力は、実社会で起こるであろう困難に
立ち向かう勇気をきっと授けてくれる
でしょう。私どもは21世紀最初の卒業
生として大きな歴史の転換点に立って

卒業式で謝辞を読む石鍋さん

2,237人の新入生を迎え
平成13年度入学式

入学式式場風景

1,662人が巣立つ
平成12年度卒業式

第1回FDフォーラム
大学教育研究センター・FD実施支

援対策検討部会
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部大でも始まったと知り、とても嬉し
く思う」「自信を失いそうになった時な
どの支えの場としたい」「今までほとん
ど閉ざされていた教室を開かれたもの
にし、他の教員が参考にできる機会を
作っていただいたことに感謝する」と
の評価をいただいた。また今後の活動
に対して「発表内容をビデオに記録し、
後から希望者が試聴できるようにした
らどうか」「ネットを利用し、実際の授
業のビデオをストリーミングビデオな
どで流したり、フォーラムの内容を
テーマとしたメーリングリストを作る
などしたらどうか」「もっと具体的な
テーマに絞り込んだ形のフォーラムも
開催してほしい」「板書の仕方、話し方
等、基礎的な技術上の問題点をわかり
やすくマニュアル化することも必要な
のではないか」「演劇のプロを呼んで全
教員に声を心に届かせる方法を実演と
ともに学ばせてはどうか」「もう少し気
楽に参加できる形にしてほしい」等の
要望・意見が寄せられた。
大学教育研究センター副センター長

助教授　三浦真琴

5月30日（水）午後4時より、ハイテ
クリサーチセンター2階大会議室にて、
第2回FDフォーラム「私の授業作り」
を開催いたします。報告者は、水谷秀行
助教授（機械工学科）、澁谷鎮明助教授
（国際文化学科）、三浦真琴助教授（人
文・社会教室）です。専門科目2・教養
科目1、理工系1・人文社会学系2の構
成です。
前回同様、多数のご参加をお待ちし
ております。なお、出席を希望される方
は、会場準備の都合上、5月23日（水）
までに大学教育研究センター（内線
5722）までお知らせ下さい。

3月5日（月）、本学ハイテクリサーチ
センター 2階の大会議室にて、カーネ
ギー財団上級研究員・知識メディア研
究所共同ディレクター飯吉透氏による
講演会「大学教育システムの改善とFD
支援」が開催された。
1905年に設立されたカーネギー財団
では、アメリカの高等教育ならびに中

等・初等教育の進展と改善のための研
究や政策立案をおこなっており、財団
はいわば全米の教育に関するシンクタ
ンク的な役割を担っている。その主た
る使命である「教育の進展と改善
（Advancement of Teaching）」を遂行する
ために、財団ではいくつかのプログラ
ムが実施されている。その中の一つK-
12プログラムについての詳しい説明が
あった。これは「個々のクラスが密室状
態にあるために、教員が革新的で効果
的な教育実践を実施しても、その経験
を他の同僚と共有することができない」
という状況を打開し、「教育実践をオー
プンなものにして批判や評価を相互に
与えあい、他の教員の教育実践にとっ
ての有益なヒントとする」ことを目指
すものである。

本学では同様の趣旨に基づいた FD
フォーラム「私の授業作り」を開催する
ことが決まっていたので、まさに時宜
を得た講演会であった。飯吉氏は「FD
活動をどのように推進させるのか」と
いうことを中心に「ネットワークが大
学を変える」「優れた教育実践とはどの
ようなものであるのか」について、実に
有益なお話をされた。FD活動を推進す
るためには先ず「学生の学び」に焦点を
当てた議論を活発させることを最優先
しなければならない、そして議論の活
性化のためには学部の壁を越えた教員
間の「信用ネットワーク」を構築し、各
教員が学部の枠にとらわれることなく
思い切った試みを実施できるようにす
ることが重要な条件となると指摘され
た。そしてFD活動が目指すべき「優れ
た教育実践」とは学生と教師間の接触
を促進し、学生同士の協力も促進し、さ
らに学生の積極的な学習を促進するも
のであるとも指摘された。また優れた
教育実践をおこなっている教員や積極
的に FD 活動に取り組んでいる教員に
対しては、ご自身のアメリカでの経験
に基づいて、適正な範囲内での表彰・報

動を改善するための機会を提供してき
た。3 月 21 日に開催された第 1 回 FD
フォーラム「私の授業作り」はこれらの
一連の FD 活動の一つとして位置づけ
られる。
フォーラム「私の授業作り」の趣旨は

「密室状態にある授業・教室を開放し、
授業改善のためのアイデア・意見交換
を教員間で積極的に行う」ことにある。
高等教育機関の教員を対象とした教授
法などについては、初等・中等教育機関
の教員とは異なり、研究や開発があま
り進んでいない。もちろん大学の教員
は個々に授業作りに関して創意工夫を
凝らしてはいるが、それは本人に帰す
るばかりで、教員全体の共通の財産と
はなっていないのが現状である。そこ
で中部大学教育研究センター FD実施
支援対策部会では、個々の教員がどの
ように工夫をして授業を作っているか
ということを持ち寄り、これからの授
業作りのヒントが得られるようにした
いと考え、標記のフォーラムを開催し
た。
第1回は千谷慧子先生（理学教室）、田
中淳子先生（社会教室）、櫻井誠先生（応
用化学科）から、どのように授業作りを
されているかについてのお話を頂き、
その後、参加者を交えての意見交換を
行った。千谷先生からは「いかにして数
学を通じて感動を伝えるか」、田中先生
からは「リーガルマインド（法的思考）
をどのように学生に理解させ伝える
か」、櫻井先生からは高校時代に化学を
未履修の学生をも視野に含んで「いか
にして化学に対する興味・関心を引き
出すか」について、それぞれ有益な報告
があった。フロアからは授業を進める
上でどのような工夫や苦心があるのか
などについての質問が出され、盛会の
うちに第 1回のフォーラムを終えるこ
とができた。
参加者からは「大変よい試みである」

「是非何回か開催してほしい」「FDが中

第2回FDフォーラム
5月30日開催のお知らせ

カーネギー財団上級研究員
飯吉透氏による講演会実施

フォーラムの報告者・中央3人

講演する飯吉透氏
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部大でも始まったと知り、とても嬉し
く思う」「自信を失いそうになった時な
どの支えの場としたい」「今までほとん
ど閉ざされていた教室を開かれたもの
にし、他の教員が参考にできる機会を
作っていただいたことに感謝する」と
の評価をいただいた。また今後の活動
に対して「発表内容をビデオに記録し、
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開催してほしい」「板書の仕方、話し方
等、基礎的な技術上の問題点をわかり
やすくマニュアル化することも必要な
のではないか」「演劇のプロを呼んで全
教員に声を心に届かせる方法を実演と
ともに学ばせてはどうか」「もう少し気
楽に参加できる形にしてほしい」等の
要望・意見が寄せられた。
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助教授　三浦真琴

5月30日（水）午後4時より、ハイテ
クリサーチセンター2階大会議室にて、
第2回FDフォーラム「私の授業作り」
を開催いたします。報告者は、水谷秀行
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（国際文化学科）、三浦真琴助教授（人
文・社会教室）です。専門科目2・教養
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成です。
前回同様、多数のご参加をお待ちし
ております。なお、出席を希望される方
は、会場準備の都合上、5月23日（水）
までに大学教育研究センター（内線
5722）までお知らせ下さい。
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センター 2階の大会議室にて、カーネ
ギー財団上級研究員・知識メディア研
究所共同ディレクター飯吉透氏による
講演会「大学教育システムの改善とFD
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1905年に設立されたカーネギー財団
では、アメリカの高等教育ならびに中

等・初等教育の進展と改善のための研
究や政策立案をおこなっており、財団
はいわば全米の教育に関するシンクタ
ンク的な役割を担っている。その主た
る使命である「教育の進展と改善
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ために、財団ではいくつかのプログラ
ムが実施されている。その中の一つK-
12プログラムについての詳しい説明が
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態にあるために、教員が革新的で効果
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プンなものにして批判や評価を相互に
与えあい、他の教員の教育実践にとっ
ての有益なヒントとする」ことを目指
すものである。

本学では同様の趣旨に基づいた FD
フォーラム「私の授業作り」を開催する
ことが決まっていたので、まさに時宜
を得た講演会であった。飯吉氏は「FD
活動をどのように推進させるのか」と
いうことを中心に「ネットワークが大
学を変える」「優れた教育実践とはどの
ようなものであるのか」について、実に
有益なお話をされた。FD活動を推進す
るためには先ず「学生の学び」に焦点を
当てた議論を活発させることを最優先
しなければならない、そして議論の活
性化のためには学部の壁を越えた教員
間の「信用ネットワーク」を構築し、各
教員が学部の枠にとらわれることなく
思い切った試みを実施できるようにす
ることが重要な条件となると指摘され
た。そしてFD活動が目指すべき「優れ
た教育実践」とは学生と教師間の接触
を促進し、学生同士の協力も促進し、さ
らに学生の積極的な学習を促進するも
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動を改善するための機会を提供してき
た。3 月 21 日に開催された第 1 回 FD
フォーラム「私の授業作り」はこれらの
一連の FD 活動の一つとして位置づけ
られる。
フォーラム「私の授業作り」の趣旨は

「密室状態にある授業・教室を開放し、
授業改善のためのアイデア・意見交換
を教員間で積極的に行う」ことにある。
高等教育機関の教員を対象とした教授
法などについては、初等・中等教育機関
の教員とは異なり、研究や開発があま
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は個々に授業作りに関して創意工夫を
凝らしてはいるが、それは本人に帰す
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で中部大学教育研究センター FD実施
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上でどのような工夫や苦心があるのか
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講演する飯吉透氏




